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『一生懸命』のお話

上は僕のＬＩＮＥのＱＲコード。駅で出会う方
は勿論どなたでも気楽に繋がって下さい。
　来年もジムに通って、体を鍛え、脳味噌
を鍛え、元気な”ともじい”でいますね。

本名たかむらともや
54年東京青山生ま
れの新宿育ち。新宿
区立西戸山中、都立
石神井高、北海道大
庭球部卒。大学3年
の冬、突然教師を目

指すまではテニスしかしてこなかった。
　中学校2年、美人のリエちゃんの影響で
勉強をはじめ、偏差値を30以上上げるも、
父の意向で彼女と同じ高校（都立21群）を
受験できず、いじけて勉強をしなくなる。
　都立石神井では学年でペケから6番。北
大でも単位が取れず、卒論も未だに出し
てない！（笑）そんなバカチンが、五中・六
中・二中で21年間、理・数・国・英・体など
を受け持ち、今でも中高生に複数教科を
教えているのだから笑えるでしょ。（笑）
 毎月７つの駅（10か所）で5時半～8時半
（ひばりは4時半～10時）で駅立ちを続け
ている。泉房穂、山本太郎、ホセ・ムヒカ、
庶民に寄り添う政治家が好きである。
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　西戸山小6年の時の写真だと思います！
左から大島君、僕にテニスを教えた創、僕
です。下の写真はシェリーとのツーショット。

　早いもので、この12月議会で議員になっ
て20年の月日が経ちます。中学校の教員
生活が21年でしたから、同じくらいの時間
を議会で過ごしたことになります。
　中学校で20年間書いた『一生懸命』という
学級通信と同じ名前の議会報告を20年間
書き続けたので、僕は『一生懸命』をこの40
年間書き続けたことになります。
　僕は「一所懸命」よりも「一生懸命」が好き
です。一つの場所で懸命に生きることも、
勿論大事なことですが、場所がどこであっ
ても、懸命に生きることの方がもっといい。
　「一生懸命」はどんな人でも誰であっても
できますから・・・・・。　
　前半の20年、「学校」という場所は僕には
「天国」みたいな場所でした。愛する子ども
達といられたので、どんなに過酷な（笑）生
活でも書き続けられたのです。
　後半の20年は僕を応援してくれる方達の
為に書き続けました。最初の2年は議会毎
でしたが、18年前に駅に立ち始めてからは
毎月の発行になりました。20年×12か月＝
240弾！をもう直ぐ、達成です！！
　2024年にもこの『一生懸命』を駅で毎月
配布できるように、”たかやん”が”とも爺”
になっても頑張りたいと思っています。（笑）
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「カネまみれの自民党政治」前川喜平
東京新聞　12月3日（日）　朝刊から
　今や事実上の企業団体献金である自
民党のパーティー券収入。安倍派では
所属議員に販売ノルマを課し、それを
超えた収入は議員に裏金としてキック
バックしていたらしい。裏金の総額は5
年間で1億円を超え、東京地検特捜部は
政治資金規正法違反での立件も視野に
調べているという。
　このキックバックについて11月30日
安倍派の塩谷立座長は「そういう話は
あったと思う」と言った。その後撤回
したが時すでに遅し。この人は根が正
直なのだ。
　根が正直と言えば石川県の馳浩知事
もだ。自民党五輪招致推進本部長の時
当時の安倍総理の了解の下、官房機密
費でIOC委員に高価なアルバムを贈った
と明かした。
　パーティー券収入による裏金づくり
も官房機密費の濫用も、自民党内では
公然の秘密であることがうかがえる。
あまりに公然なので、つい秘密である
ことを忘れてしまったのだろう。
　2019年参議院での河合克行・案里夫
婦の買収事件は記憶に新しいが、今度
は柿沢未途前法務副大臣が江東区長選
で金を配り、買収の疑いで捜査を受け
ている。
　自民党政治で潤う財界が自民党にカ
ネを出し、自民党はそのカネをつぎ込
んで選挙に勝つ。勝った自民党はまた
財界のために政治をし、国民の税金を
私物化する。カネまみれの自民党政治
もうやめさせよう。
（現代教育行政研究会代表）
＊財界ではなく、貧しい国民に目を向
ける政治を選択したいものです。子ど
も達が安心して学び、社会に出られる
ような政治を選択したいものです。

本音のコラム（東京新聞から）

12月議会では「学校給食に関する陳情
書」が文教生活常任委員会に提出され
ました。この陳情は学校給食を無償化
し、安全なオーガニックにしていくと
いう最先端の流れに乗ったものです。
　韓国のソウル市では小中高の全ての
給食がオーガニックで無償。その意識
の高さが伺えます。千葉県いすみ市で
も2010年に市長が「有機稲作へのチャ
レンジ」を表明してから12年後、学校
給食の無償化とオーガニック化に漕ぎ
つけています。
　新座市でも子育て中の保護者を中心
に「学校給食の無償化とオーガニック
給食をめざす会」がこの1月に誕生し、
活動しています。
　この陳情は文教生活常任委員会に提
出され、審査の結果”趣旨採択”にな
りました。陳情に賛成したのは共産党
の黒田さんと、語る会の”とも爺”だ
けで、政和会（自民）と公明党は趣旨
は分かるが、市の財政を考えると賛成
はできないと討論しました。
　子ども達の体を思うお母さん達の思
いが、やがて国の政治を動かす。そん
な日が来るといいですね。韓国に出来
て日本に出来ない訳がないので・・。

陳情第15号！

よいお年を！！

　来年も黒目川の川掃除頑張ります！
みなさんもどうぞ、よいお年をお迎え
ください。2024年も応援してね！！


